令和３年度　相模原市立産業会館事業報告

　相模原市産業振興財団は、平成26年度からの当会館の指定管理者としての実績及び市の産業施策の実現の支援機関としての役割を担い、日常の企業支援業務を通した企業ニーズや課題を把握しているなどの強みを活かした会館の管理運営、事業展開を掲げて平成３１年度（令和元年度）からの指定管理業務に取り組んでいる。
　また、令和２年度に続き令和３年度においても新型コロナに係る閉館及び主催事業の自粛等を踏まえ、引き続き感染防止の対策の実施によりコロナ禍での安全な会館利用を心がけた。

Ⅰ　産業振興事業の実施
　相模原市における産業の振興を図るため、以下のとおり事業を実施した。

１　イベント・コンベンション利用推進事業・市民文化活動推進事業
産業・市民文化活動で企業イベントや音楽発表会等の促進のためのパッケージ利用についてHPに掲載し、継続して利用促進を図った。新型コロナによる閉館・イベント自粛で予定されたイベントのキャンセルがあったもののイベント・コンベンション利用推進事業で２件、市民文化活動推進事業で１件の利用があった。
※参考　イベント・コンベンション利用推進事業（令和元年度２件）
市民文化活動推進事業（令和元年度８件）
令和２年度はともに利用なし。

２　パソコン教室事業
　　市から新型コロナ感染拡大防止のための主催事業自粛期間が令和３年８月６日から９月３０日まであり、当事業も当該期間中止した。
パソコン教室事業は、以下の３つの講座形態で実施し、参加者数等は表のとおり。
1 無料プログラミングプレ体験教室
年中から小学校２年生（４歳から８歳）までを対象に、お絵描きなどでのマウス操作や文字入力の学習とプログラミングフローの基本を学ぶ講座。
2 無料プログラミング体験教室
小学校３年生以上を対象にキーボード操作等ＩＴスキルの上達とプログラミング学習ソフトであるスクラッチを使ったプログラミング講座。
3 無料パソコン体験教室
受講者が初心者向けビデオ映像を見て自分のレベルを確認したうえで、要望に応じ、タイピング指導から文書作成・作画、WEB閲覧などPCを使って出来ることを体験する講座。
（表）
	月
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	合　計

	講座数
	9
	8
	9
	7
	2
	0
	10
	9
	4
	7
	7
	11
	83 

	　
　
　
	プログラミングプレ体験
	0 
	0 
	0 
	0 
	0 
	0 
	4 
	3 
	2 
	2 
	0 
	5 
	16 

	
	プログラミング体験
	9 
	16 
	13 
	11 
	4 
	0 
	3 
	2 
	1 
	2 
	2 
	1 
	64 

	
	ＰＣ体験
	12 
	11 
	9 
	7 
	1 
	0 
	6 
	12 
	3 
	6 
	6 
	8 
	81 

	受講者数合計(人）
	21 
	27 
	22 
	18 
	5 
	0 
	13 
	17 
	6 
	10 
	8 
	14 
	161 


参加者数：延人数　
３　産業会館利用促進事業
（１）産業会館自主事業
会館の周知、理系・工学系への興味の機会づくりとして、小・中・高校生を対象にロボットプログラミング講習会を企画した。
　＜参考＞　　 ・開催日　令和４年４月２日（土）・３日（日）
・参加者　延べ８名
（２）産業会館情報コーナーでの周知
　・新型コロナ関連情報・料金表の掲示、新規作成したパンフレット配架、会館保守情報の提供を進めた。
　・受付窓口に桜、あじさい、ひな人形、クリスマスなど季節ごとのディスプレイを実施（年９回更新）。
（３）来館者への情報提供メディア（デジタルサイネージ）の内容検討
令和４年度から、トライアル発注認定製品展示事業で製品を掲載したシートに代わり、映像での提供に変更となるため、モニター機器等の購入と提供するコンテンツの準備を始め、デジタルサイネージ機器の活用手段の検討を行った。
＜予定する提供内容＞
・産業会館利用者に向けたパッケージ料金制度等利用促進に繋がる情報の提供
　・設備、備品の紹介など会館利用者に対する木目細い情報提供
　・相模原市トライアル発注認定制度の製品紹介
・財団事業、支援制度等の紹介、募集
　
４　トライアル発注認定製品展示事業
　　「相模原市トライアル発注認定制度」に基づき認定された製品（令和２年度１７製品・３年度７製品）を会館内壁面の専用コーナーに通年掲載し来館者への周知を図った。
５　事業協力
（1）創業・起業等支援事業
相模原市民桜まつりでのブース出展において、産業会館職員による会場パンフレットの配布や入場受付・誘導等の事業支援を計画したが、令和２年度と同様に桜まつりが新型コロナ感染拡大防止のため中止となった。
（２）財団事業の会館活性化事業
産業振興財団事業である「コミュニティビジネス推進事業」（令和３年度実開催４回）、「事業承継セミナー」や「SOHO支援事業」を産業会館を会場に実施した。

Ⅱ　産業会館管理運営業務
　施設のイメージを大切にするため、全ての職員が利用者に対して常に「おもてなしの心」で接するとともに、公共の集客施設である点を踏まえ、公平性の視点、質の高い市民サービスの提供の視点に重点を置き業務に取り組んだ。
　また、利用者が安心して利用してもらえるよう、新たに自動検温器や全室へ自動手指アルコール消毒器を設置するとともに、消毒、換気の励行を継続し、新型コロナ感染防止に取り組んだ。

〇令和3年度新型コロナウイルスに係る緊急事態宣言等に伴う閉館及び開館時間制限の期間
　　・閉館期間（貸館の休止期間/指定管理者主催事業自粛期間）
全館　　　　　：令和３年 8月 6日～ 9月30日　➡　　 56日
・午後８時まで（通常より２時間短縮）の利用期間
全館　　　　　：令和3年 ４月20日～ ８月 5日　➡　 108日
・午後9時まで（通常より１時間短縮）の利用期間
全館　　　　　：令和３年 ４月 1日～  4月19日　➡　　19日
全館　　　　　：令和３年10月1日～10月24日　➡　　24日


１　施設及び事業の広報・宣伝
HP・メルマガでの利用周知
　・コロナ禍での利用基準の周知及び会館感染対策の周知を継続
　・Web会議用機器の周知を継続
　　※新型コロナ感染拡大防止用機器の詳細は「４　施設の安全・衛生管理等の体制（２）新型コロナ感染拡大防止対策」を参照。



· 利用承認に関する事務の取扱件数
（1）産業会館の利用承認、利用料金の徴収、減免、還付等に関する業務
	項　　目
	施　　設
	附属設備
	合　　計

	利用の承認件数
	２,０６４件
	２８１件
	２,３４５件

	利用料金の徴収額
	１８,３２７,５２７円
	４０７,９５０円
	１８,７３５,４７７円

	利用料金の減免件数
	４２７件
	４０件
	４６７件

	利用料金の減免額
	１,４１７,３４８円
	４１,８２０円
	１,４５９,１６８円

	利用料金の還付件数
	４４９件
	１６件
	４６５件

	利用料金の還付額
	３,２５６,６９４円
	２６,０００円
	３,２８２,６９４円


（2）原状回復に係る事務の執行及びこれに要した費用の徴収に関する業務
　　年　間　　　　0件
　　費用の徴収額　0円
（3）施設合計の年間利用状況　（　）数値は令和２年度
　・利用可能回数　……　　７，０３４回　（４，９６８回）
　・利用回数　　　……　　２，７０９回　（１，９９２回）
　・利用率　　　　……　　　３８．５％　（４０．１％）
　・利用者数　　　……　５１，０５１人　（３０，５０８人）
＊詳細は、別紙「資料１施設別利用回数・利用率・利用者数一覧表」のとおり

２　施設及び付属設備等の維持管理
（1）会館施設・設備等保守管理
　＊詳細は、別紙「資料２施設・設備保守管理に関する委託業者及び保守内容等一覧表」のとおり
（2）日常の巡回点検の実施
施設巡視点検を1日1回以上実施し、館内施設の保守管理に取り組むとともに、日常点検状況をデータ管理し、重点的に巡回しなければならない箇所を把握するなど、適切な施設管理に努めた
（3）光熱水費（電気、水道、下水道）の管理
　＊詳細は、「別紙３光熱水費使用状況」のとおり
（4）小規模修繕の実施
　＊詳細は、「別紙４維持管理に関わる修繕実施状況」のとおり
（5）防災設備の維持管理
1 委託先：さがみビルメンテナンス協同組合
2 消防用設備等（特殊消防用設備等）法定点検実施日：令和４年２月４日（金）
3 防火対象物法定点検実施日：令和４年３月１２日（土）
３　モニタリング（利用満足度・利用者ニーズの把握）
（1）窓口アンケート
会館利用者ニーズや満足度を把握するために施設利用者に対し、お客さまアンケートを配布し、調査を実施した。
1 期　間　　令和3年11月1日（月）から30日（火）までの1か月間
2 内　容　　定例的な項目とし、会館利用者のニーズや満足度を把握するため、
　　　　　　実施した。
3 回収率　　９５．２％（令和２年度 １００％）
4 結　果　　利用者の満足度を問う設問では、「どちらかというと良い」「良い」
が目標値をわずかに下回る９８．４％の評価を得ている。
　　⑤　その他　新設の新型コロナ関連の項目では自動検温器の要望が30％を超えた。また、Ｗｉ-Ｆｉの利用を問う設問では、利用率は２５％に届かず、利用者では概ね満足を得たが、通信速度が遅いという意見が4分の１ほどあった。
　　　＊詳細は、「資料５－１　お客様アンケート集計結果」のとおり
（2）ご意見箱の設置
1 時　期　　通年
2 内　容　　産業会館1階ロビーに「ご意見箱」を設置し、随時、会館利用者
の要望・提案を受け付けた。
3 結　果　　受付数0件。（令和２年１２月から受付窓口付近から情報コーナー
正面に移設）
　　④ 対　応　　少しでも投書しやすくするため、令和４年３月に全室にご意見箱を設置した。
（3）パソコン教室アンケート
1 時　期　　随時
2 内　容　　パソコン教室受講者にアンケート調査を実施した。
＊詳細は、「資料５－2パソコン教室アンケート集計結果」のとおり
（４）要望等に基づく対応
　　・自動検温器（ロビーに設置）			　　　　１台

４　施設の安全・衛生管理等の体制
（1）防災訓練の実施
消防計画に基づき防災設備維持管理受託者と連携して、防災訓練を実施し、火災発生時における初期消火活動及び来館者に対する適切な避難誘導方法を習得・確認した。また設置してあるＡＥＤ機器の利用に当たり相模原警察署職員を講師に迎え、応急救護訓練を実施するなど危機管理意識の向上を図った。
1 実施内容
第1回　　令和３年９月６日（月）午前9時３０分～1０時30分
参加者　１４名
· 防災監視盤表示内容、非常放送機器等の操作研修
· 初期消火、消防署への通報・情報連絡、避難誘導訓練
第2回　　令和４年2月４日（金）午前9時５０分～1１時３０分
参加者　１４名
· 防災監視盤表示内容、非常放送機器等の操作研修
· 初期消火、消防署への通報・情報連絡、避難誘導訓練
· ＡＥＤの利用、心臓マッサージなどの応急救護訓練
　　　※令和３年度も新型コロナ感染拡大防止のため、例年実施訓練前に行う防災に関する講義、訓練内容の説明は資料配布で行い、一般利用者の参加を求めず、会館職員に限定して実施した。
2 安全確認
電気器具や火気設備器具のほか、避難障害の有無、施錠確認等、自主検査項目を定め、毎日巡回時に確認作業を実施した。
（２）新型コロナ感染拡大防止対策
　　①設備等
　　・会館ロビーに自動検温器の設置（１台）・
　　・各施設への大型換気用ファン（１０台）・扇風機（１台）の設置
　　・会館入口２か所への足踏み式手指アルコール消毒器の設置
（3台・内１台は子ども用）
　　・ＯＡ研修室及び事務室へのアクリル板の設置
　　・アクリル板の利用者への貸出（８台）・
　　・各施設への自動手指用消毒器の設置（１０台）
　　・各階トイレへの手指用アルコール消毒スプレーの設置
　　・ソーシャルデイスタンス用座席カバーの貸出・
　　・換気対応など感染防止対応を掲示
・施設ごとの換気方法を掲示
　　②会館対応
　　・消毒液によるドアノブ、エレベータスイッチ、照明スイッチ等の消毒・回数
　　・利用者が交代した施設の換気・消毒
　　・不織布カバーで覆ったマイクの提供

５　利用料金収入の実績
・利用料金収入額　……　１５,３１３,４６１円　　　
＊詳細は、別紙「資料６令和３年度に収受した月別利用料金一覧表」のとおり
６　人材育成
　　令和3年度は相模原市設置施設の指定管理者として、『市民から信頼の大切さ』をテーマとして、コンプライアンス及び情報セキュリティについて研修を実施した。

７　管理経費の収支状況
　・収入合計　……　９１,６７７,４４６円　　
　・支出合計　……　８５,９３８,８８６円　　
[bookmark: _GoBack]　＊詳細は、別紙「資料７施設運営に係る収支決算書」のとおり
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